
                                   ほのぼのファミリー通信                                        

- 1 - 

 

2004 年 5 月発行 

第 1 巻第１０号 

（通巻１０号） 

発行人最上  俊郎 

発行所:全国二分脊椎症協会 

      山形支部 

   ほのぼのファミリー 

編集人: 飯野 美智子 

ほのぼのファミリー通信Ｖｏｌ．１０ 

 

  

平成 1６年度山形支部総会開催 
去る３月７日（日）、平成１６年度日本二分脊椎

症協会山形支部の総会を、天童市福祉センターにて

行いました。参加家族は、６家族。お子さんが大き

くなると都合が合わないことも多く、参加者が減少

しているのが残念です。 

 総会では、例年通り昨年度の活動報告および決算

報告を行い、今年度の活動計画案と予算案が了承さ

れました。会員数は、３名退会、入会なしで１５名

となってしまいました。今年は、任期が長くなった

役員の改選を行い、４名の内３名が交代しました。

新しい役員名は以下の通りです。交代に伴って色々

とご迷惑をおかけすることもあるかと思いますが

よろしくお願い致します。 

新支部長  ： 最上 俊郎    

新副支部長 ：  横山 利明    

新事務局  ： 飯野 美智子  
 
≪新支部長よりご挨拶≫ 

この度、新支部長に就任しました最上です。ま

だ入会して2年余りで大役を引き受けることになり、

会全体をまとめ、活動して行けるか不安で一杯です

が、会員皆様の協力を得て、今まで以上に盛り上げ

て行けるようにと頑張りたいと思います。今後のお

願いと共に御指導、宜しくお願い致します。      
 

≪今年度の活動計画≫ 

・   ７月 ４日 レクリエーション ※１ 

・  １１月１４日 お楽しみ会     ※２ 

・   ３月     総 会 

※１今回は置賜地区での開催となります。

今回も陶芸体験です。その後、ﾊﾞｰﾍﾞｷｭ

ｰとなります。お楽しみに！！ホームペ

ージで詳しい情報を載せますのでごら

ん下さい。お問い合わせもできますの

でお気軽にどうぞ。 

※２とりあえず日程だけ決めました。皆さん

のやってみたいこと等ご希望があれば

検討致しますのでお知らせ下さい。みな

さんの参加をお待ちしておりますので

ぜひ予定にいれて下さい。 
 

講演会は、県総合療育訓練センター所長

の井田英雄先生をお招きして行いました。

「二分脊椎症における整形外科的諸問題」と題して

基本的なことから今後の課題までお話し頂きまし

た。以下は、井田先生がお話して下さった内

容の要約です。 

【井田英雄先生略歴】 

 昭和５５年に山形大学医学部をご卒業後、同大学

に勤務され、平成１１年より助教授となられました。

平成１３年より県立総合療育訓練センターの所長

に就任され、現在も関節外科（股関節）を専門にご

活躍されていらっしゃいます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【

し

で

異

場

は

発

ち

 

 

ご講演内容要約】 

現在二分脊椎症は１万人に１．３人の割合で発症

ている。そのうち顕在性と潜在性の割合は１対１

、潜在性は成人の８～１５％と言われている。 

麻痺のレベルによる運動機能は発症部位により

なり、全く歩けない場合から神経因性膀胱のみの

合まで人により症状が違う。リハビリテーション

、残存機能を使った機能の再獲得、抗重力機能の

達・維持、又、変形・拘縮の予防として小さいう

は積極的に行い、学童期には維持を目的に進める。
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子供達も食べることより、遊ぶ方が楽し
く、大きい子が小さい子を遊んであげなが
ら、和気あいあいと過ごせました。 

初期治療の遅れや変形・肥満・家族の理解不足など

により、麻痺のレベルに応じた歩行・移動の確立が

妨げられる場合がある為、適切な教育の場の提供が

必要である。脊髄神経係留症候群は９～１０歳に多

く、変形・知覚異常・膀胱障害・脊髄の側彎・腰椎

の前彎等の症状が出てくる。成長期は特に定期的な

観察、検査が必要である。 

 

子 ど も テ ー ブ ル ： 食 事 終 了 後 の に ぎ や か な
所 で す 。  

山形での整形外科・脳外科・泌尿器科との連携は必

要と感じてはいるが現在は決まったものはない。 

 

他にも分類と症状について、足の変形・膝の変形

装具・手術等の詳しい説明がありました。 

概略はホームページで近日中にご紹介します。全

てのスライド掲載はできませんので、詳しくお知り

になりたい方は事務局までお問い合わせ下さい。 

∵∵∵∵∵∵∵∵∵∵∵∵∵∵∵∵∵∵∵∵∵∵ 

 お忙しい中、１時間半にわたり、スライドを使っ

て、図・イラスト等で、基本的なことから今後の課

題まで詳しく解りやすくご説明頂きました。多くの

質問にも丁寧なお答えを頂きました。 

定期的に受診して現状を把握し対処しないと、麻

痺の状態を悪くしたり、早期発見を困難となってし

まいます。複数科の受診が必要になるため、学童期

は学校等で足が遠のいてしまいがちな継続治療の

必要性を再確認しました。今後、成長期の子供に対

してどう対処していくか、大変参考になりました。

本当にありがとうございました。 

.:*~*:._.:*~*:._.:*~*:._.:*~*:._.:*~*:._.:*~* 

講演会終了後は、中華料理店で懇親
会を行いました。井田先生にもご参加いた
だき、個別に様々な相談が出来て大変助か
りました。大人テーブルと子どもテーブル
に分かれ、それぞれ大いに盛り上がり楽し
い時間を過ごしました。 

す 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ホームページアドレス 

http://yamagatasibu.hp.infoseek

.co.jp/ 

事務局お問い合わせ先 

          飯野 美智子 

住  所 ：米沢市成島町１－１－２８ 

電  話 ：０２３８－２３－９４１３ 

ﾒー ﾙアドレス：michiko_iino@niｆty.com 

携 帯  ： ０９０-１３７２-１４２５ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大 人 テ ー ブ ル ：  右 端 の 方 が 井 田 先 生 で
。  
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